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宮城県におけるリンゴのハマキガの種類とその分布

前　　田　　正　　孝

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

宮城県のリンゴ園において，こゝ数年来ハマキガ塀の

発生量が増加の傾向にある。

このハマキガ頸ま，その発生量や加害様相，特に種類

数の多いことから，薬剤散布時期の把握が困難であるこ

となど防除上リソゴを加害する害虫炉のうちでも，非常

に大きな位置を占めている。

そこで1964～1966年の3年間，宮城県内のリンゴ図に

寄生するハマキガ塀につき，その種類と分布状況の実態

調査を行なったので報告する。

なお標本の同息ま，東北農試奥技’酌こお願いした。

2．調　査　方　法

県内の主要リソゴ地帯の28カ所で，ノ、マキガ幼虫の出

揃うリンゴの開花期から落花期にかけて，幼虫を各調査

固より50～100頭採集し，飼市同定した。

なお本調査は，拇葉を主体とした加害様相を豊する。

いわゆるハマキムシだけについての調査であり，ハマキ

ガ類のうち，ノコメハマキガ科のシソクイムシ摂（Grd一

夕加わ沌α属他）については除外した。

3．調　査　結　果

宮城県内のリソゴ園において寄生がみとめられた種

は第1表の13櫨である。

これら13種のうち，発生が多く，栽培上重要種と考え

られるのは，リソゴシロノ、マキ，コカクモソハマキ，リ

ンゴモソハマキ，ミダレカクモソノ、‾マキ，トビハマキの

5種である。これら重要5種は，ミダレカクモソハマキ

を除いて．いずれも多化性の幼虫越冬種であって，多化

性の種の発生が多いと云うことは，薬剤散布の時期など

防除上重要なことゝ考えられる。

これら5種の各調査岡ごとの種の桝成比率を示したの

が第2表である。

第2表から，前記5種中発生量が蔵も多く，本県にお

ける優占種と考えられるのは，リソゴモソ／、マキである。

一般に，東北のリンゴ地帯における／、マキガ類の分布

は，大別して表日本がリンゴモソノ、マキ，英日本がコカ

第1表　ハマキガの種項

クモソノ、マキであると言われているが，本県において

も，その表日本的特徴がよく表われている。

このリソゴモソノ、マキは，本県の南部において優占度

が強く，県北部に行くにしたがって，一部例外園も見ら

れるが，その優占度は弱まる帆向がみとめられた。一部

調査周ではリンゴモソハマキにかわって，ミダレカクモ

ソノ、－マキあるいはリンゴシロハてキが優占する園も見ら

れた。

リンゴモソハマキは県内の調査固全国において広く分

布していることが認められた。

コカクモソハマキは，リソゴモソハマキに比較して，

発生量があまり多くはないが，ほとんど県内全図におい

て発生がみとめられた。

次にミダレカクモソハマキおよびリソゴシロ【ノ、マキ

は，仙台以北の県北部に発生が多い傾向が見られ，特に

リソゴシロハマキは，仙台以南の県南部には発生が見ら

れず，県北部の管理のあまりよくない，雑木林に隣接し

ているような園に発生が多くみとめられた○

またトビハマキは，県南部より県北部に発生する傾向

がみられ，一部優占種となっている固もみとめられた。

その他の種については，ほとんど問題となる発生はみ

とめられなかったが，県北部の中田町の管理の不良な園

において，クロネ／、イクロハマキの多く発生しているの

がみられた。

またウスクリイロハマキのように，りんご害虫として
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第　2　表　ハマキガ類の分布状況

調 査

注．調査園は県南部より県北部へ並べてある○

樹令は1が成木園，3が未結見　2はその中間である0

記載のない品種もみられたが，これは発生量も少なく，

りソゴ園にまざれ込んで寄生したものと考えられる。

一般に本県におけるハマキガ塀の発生相は，県南部よ

り県北部の方が種の構成が複雑になる懐向がみとめられ

る。

このことは，元村氏の等比級数の法則におけるαの値

からも．同様の悌向がみとめられる。

すなわち，県北部のリンゴ園においては，管理の特に

良好な一部園を除いて．元村氏の等比級数の法則のαの

値は，県南部の各調査園のそれよりも小さくなっている

が，これ：・まハマキガの種類が複雑になり　dominant spe－

cies　の優占皮が弱いことを示すものと考えられる。

特に雑木林に隣接した管理の不良な園などでは，αの

値も小さくなり，この傾向が強まっている。

また逆に県南部の園は，県北部よりも一般に戊の値は

大きく，特に管理がよく，薬剤散布の回数も多い園は．

この傾向が強く，比較的ハマキガの発生相が単純化され

ている。

なお元村の法則のbの値については，サソプリソグの

方法などに問題があり，この調査では不適当と考えられ

るので省略した。

4．む　　す　　び

以上の結果，本県のリンゴ園においては，リソゴシロ

ハマキ，コカクモソノ、－マキ，リンゴキンハマキ・ミダレ

カクモソ′、マキ，トビ′、マキの5種が栽培上重要種と考

えられ，特にリンゴモソハマキは，本県における優占種

と考えられる。

また県北部の園の方が，県南部より発生相が複雑化す

る傾向がみとめられた。

今後は．′、－マキガ類の年次的変動および薬剤散布との

関係を明らかにしていくことが必要と考えられる。


